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*ランドオーバーシー Land Over Sea（13 Bellamy Road）米国産，
北米２勝，フェア グラウンズ オークス -G2（Ｄ8.5Ｆ），ケンタッキー オ
ークス -G1２着，シャンデリアＳ-G1２着，ラス ヴィルヘネスＳ-G2２
着，サンタ イサベルＳ-G3２着，デル マー デビュータントＳ-G1３着，
コティリオンＳ-G1４着。産駒
アリエノール（18 牝 鹿 Nyquist）３勝，中京スポニチ賞（Ｄ1800ｍ）
スプリットザシー（19 牝 鹿 ディープインパクト）１勝
プレジャークルーズ（20 牝 栗 ダイワメジャー）１勝，○現
サトノエピック（21 牡 鹿 キタサンブラック）未出走

ベル ワトリング Belle Watling（05 Pulpit）北米入着。産駒
ウォー ストーリー War Story（騸 Northern Afleet）北米８勝，ブルック

リン招待Ｓ-G2，同２着，モンマス カップＳ-G3，ハーランズ ホリデ
イＳ-G3，Queens County S，Challenger S，チャールズ タウン ク
ラシックＳ-G2２着，同３着（２回），リズン スターＳ-G2２着，ルコ
ントＳ-G3２着，グリーンウッド カップＳ-G3２着（２回），Pa Der-
by Champion S２着，ペガサス ワールド カップ招待Ｓ-G1３着，ル
イジアナ ダービー -G2３着，ウエスト ヴァージニア ダービー -G2
３着，Temperence Hill Invitational S-L３着，ＢＣクラシック-G1
４着，ホイットニーＳ-G1４着，ウッドウォードＳ-G1４着，シガー 
マイルＨ-G1４着

ドロウ トゥー Draw Two（騸 Macho Uno）北米３勝，セクレタリアトＳ 
-G1４着，ヴァージニア ダービー -G2４着

ポリー アドラー Polly Adler（93 *ハウスバスター）不出走。産駒
ユアーズマインアワーズ Yoursmineours：北米５勝，Honeybee S-L，

Lorelei S，Chapel Belle S２着。シェアド プロパティ Shared Pro-
perty（アーリントンワシントン フューチュリティ -G3），ウイスキ
ー ロメオ Whiskey Romeo（James F. Lewis III S-L）の母

ベラミー ロード Bellamy Road は米国産，北米４勝，ウッド メモリア
ルＳ-G1，クレイドルＳ-G3。【ＢＭＳ：主な産駒】ケイヴ クロック（アメリカン 
ファラオＳ-G1，デル マー フューティリティＳ-G1），カーサ クリード（フォー
スターデイヴＨ-G1，ジャイパーＳ-G1・２回），チェスズ ドリーム（キトゥン
ズ ジョイＳ-G3），ディープモンスター（すみれＳ-L）
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●提供 社台ファーム　 ●生産 社台ファーム　 ●繋養 社台ファーム

ランドオーバーシーの22
1口175万円  （総額7,000万円）

骨格バランスに優れた長躯短背の造りは名馬の相といえるもので、頭
の先から臀部まで美しい曲線で描かれています。今はまだシルエット
に線の細さが残りますが、馬体の充実期を迎え、筋肉の隆起が少
しずつ目立つようになってきました。豊富な骨量と大きな節々から、
ゆくゆくは 500kg ほどの牡馬らしいエネルギッシュな馬体に変身し
ているでしょう。大きな踏み込みにパワーが凝縮されており、キビキ
ビとした歩様を見れば、これぞまさに動きのなかで輝きを増す真の
アスリート像といっても過言ではありません。スピード勝負は望むとこ
ろですが、本馬には距離の限界を超えた走りを期待してしまいます。


